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Self-introduction



主な活動と経歴本年度 
　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　ICT専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC）外部専門家 

京都府立向日が丘支援学校　相談支援センター　アドバイザー 
　　　滋賀県教育委員会　特別支援教育ＩＣＴ活用PJ　トータルアドバイザー　　　 
　　　長岡京市教育委員会　社会教育委員 
　　　ＮＰO法人　支援機器普及促進協会　理事長 
　　　㈱アットスクール　ICTスーパーバイザー 
　　　放課後ディサービス・フリースクール　アドバイザー 
昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 
　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



私も、通所生活介護施設に通う三男がおります





自立とは・・



改めて考えてみるキーワード 

障害 

自立 

インクルーシブ



「障害者」という区分けは、差別や排除のためではなく、むしろ適切な支援や配慮を提供
し、すべての人が平等に生きられる社会を目指すために必要な枠組みとして生まれまし
た。しかし、現在では「区別する」ことの弊害も議論されており、インクルーシブ社会の
実現が求められています。

障害者の自立を促進するためには、個人の能力を引き出し、社会全体が柔軟に対応する仕
組みを整えることが不可欠です。そのためには、自己決定権の尊重や合理的配慮、バリア
フリーの実現が鍵となります。また、障害者自身が自分の可能性を信じて行動できる環境
づくりが重要です。

インクルーシブという考え方は、誰もが自分らしく生きられる社会を実現し、全員が社会
の一員として尊重されることを目指しています。この考え方は、差別や排除を減らし、す
べての人が共に成長し、協力できる社会を作るために不可欠です。

障害者って？！



「障害者」という区分けは、福祉的な支援を受けるための線引 

インクルーシブを実現するために、スペクトラムに線引したもの 

障害者は本人に帰属するもので、社会にはない（ICIDH) 
福祉的な支援が無い時代には障害者という単語は存在しない！ 

各自のできる方法で社会参加できていたはず 
なのに現代は生きづらい！！

障害者（私見です！）



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm


自分のできる事を知り、出来ないことは第三者に頼める 

https://www.youtube.com/watch?v=L-whrjyenzA

https://www.youtube.com/watch?v=L-whrjyenzA


特集「キャッチ」夢はCGクリエイター　不登校の少女が1分間
の動画に込めたメッセージ　福岡

https://www.youtube.com/watch?v=iSlYaThE0-s

https://www.youtube.com/watch?v=iSlYaThE0-s


インクルーシブって？！

インクルーシブという考え方は、誰もが自分らしく生きられる

社会を実現し、全員が社会の一員として尊重されることを目指し

ています。この考え方は、差別や排除を減らし、すべての人が共

に成長し、協力できる社会を作るために不可欠です。



インクルーシブ教育が変えるもの - 報道特集

https://www.youtube.com/watch?v=8BuUmZXK40s

https://www.youtube.com/watch?v=8BuUmZXK40s


Society5.0とは

https://www.keidanren.or.jp/policy/society5.0.html

600万年前

5000年前

150年前
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360
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http://www.apple.com/jp
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文字の歴史

1世紀頃 
弥生時代

20世紀

楔形文字 象形文字
紀元前3100年頃

9世紀末頃 
平安時代

21世紀～
?????????

農耕時代

狩猟時代



文字の必要性って？！ 

ICT機器の無い時代（紀元前～約2000年まで） 

ユビキタス（時間と場所を超えて想いを伝える重要なツール）

Society5.0時代 

マルチメディア（動画・画像・音声・‥） 



読み書きが苦手でも学習はできる

GOAL!

Input 
する手段

Output 
する手段

音声読上 
でバイパス

音声入力 
でバイパス

5～６歳ぐらい

2～3歳ぐらい

2～3歳ぐらい

5～６歳ぐらい



シンボルの理解は自立には重要





自立に向けて必要なスキルは？！



午後2時以降に申し込むと翌日午前8時以降に届きます。

電報 スマホ

数秒

ゲーム攻略本 ゲーム攻略動画



手紙 メール・SNS …

新聞 ネット



国語



算数



理科



社会



英語



図工



音楽



自分で 
出来る！　分かる！　やりたい！ 
を増やすアクセシビリティ機能



33

画面の文字を読み上げて欲しい


（文字を読むのに時間がかかる）

（読んでもらえれば理解できる）

（ネットだけでなく画像も読んで欲しい）

（アクセシビリティ

　読み上げコンテンツ）


読むことに困難がある
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Safariの中で読上げを利用する時のヒント（サイト内の不要部分を非表示）

Safari⇒気をそらす項目を非表示1⃣

不要な広告部分をタップ

（青い□で囲まれたら⇒

　非表示を押す）

2⃣

3⃣ 同じ処理を繰り返す


非表示

非表示
非表示後

4⃣ 音声読上げを行う
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Safariの中で読上げを利用する時のヒント（サイト内の不要部分を非表示）

Safari⇒リーダーを表示1⃣

不要なフレームが非表示に

なる（＊サイトの作り方に依存

ならないサイトもある）

2⃣

3⃣

非表示後

音声読上げを行う
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ネットの調べ学習で漢字が読めないので内容理解が難しい


（Yahooキッズでは見れないサイトもある）

（音声読み上げだけでは理解しにくい）

（印刷してルビ振りは面倒くさい）


読むことに困難がある

ふりがな

（Safariでのみ

　利用可能）
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書くことに困難がある
音声入力をしたい（一定の漢字が習得できている）


（文字を書くことに時間がかかる）

（キーボード入力でも時間がかかる）

（漢字変換をしても良い）


（日本語で音声入力をする際

にはキーボードが日本語入力

モードにしておく事が必要）


音声入力
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書くことに困難がある

UDトーク

音声入力をしたいが、漢字変換をしないでほしい場合


（文字を書くことに時間がかかる）

（キーボード入力でも時間がかかる）

（漢字が読めない）


（学年設定をすることで

習っていない漢字はひらがな

に変換されて入力できます）


https://www.youtube.com/watch?v=ox8nGEuW9z4

https://www.youtube.com/watch?v=ox8nGEuW9z4
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書くことに困難がある
日本語かなキーボードが使いたい


（ローマ字が習得できていない）

（特殊音節の入力が不確か）

（行段が理解できていない）


　　 
　 
　 

日本語かなキーボード
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書くことに困難がある
日本語かな（フリック）キーボードが使いたい


（ローマ字が習得できていない）

（五十音ではスピードがでない）

（スマホでも活用できるスキルを習得したい）


日本語かな（フリック） 
キーボード
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書くことに困難がある
日本語手書きキーボードが使いたい


（ローマ字が習得できていない）

（日本語かなキーボードではスピードがでない）

（紙に書くスキルも捨てたくない）


日本語手書きキーボード
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書くことに困難がある
撮影したワークシートに入力したい


（紙に書くことが難しい）

（キーボード、手書きなどで追記したい）

（数学などキーボードでは入力が難しい）


ワークシート画像に手書きで 
回答 
または、キーボード入力


マークアップ
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書くことに困難がある
音声で指示を録音したい


（紙に書くことが遅い）

（聞くだけでだいたい指示は理解できる）

（後に音声を文字化したい）


音声を文字化することも可能


＊設定方法は次頁

ボイスメモ



メモ＋手書き電卓
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触ることに困難がある
不要な処理をしないようにしたい


（すぐに別のアプリに切り替えてしまう）

（触ってほしくない場所を触ってしまう）

（集中して一つのことに取り組んで欲しい）


子どもたちに触ってほしく 
無い場所（設定や広告‥） 
を無反応にする 
アプリを勝手に終了させたく 
無い場合


アクセスガイド

グレーアウトしている 
箇所がタップしても動作しません
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触ることに困難がある
必要最低限のアプリのみを表示したい 

（別のアプリアイコンが気になってしまう）

（すっきりアプリを選択たい）

（アプリアイコンが小さくて選択しにくい）


昔のラクラクスマホのように 
最低限必要なアプリのみが 
表示されるように設定します


アシスティブアクセス
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記憶することに困難がある
スケジュールを管理したい 

（開始前にアラームが欲しい）

（繰り返しの予定を自動で作成して欲しい）

（予定の種類によって区別したい）


カレンダー
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記憶することに困難がある
スケジュールを管理したい 

（開始前にアラームが欲しい）

（繰り返しの予定を自動で作成して欲しい）

（時間でなく場所でリマインドしたい）


リマインダー
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記憶することに困難がある
時間の管理をしたい 

（アラームが使いたい）

（タイマーが使いたい）

（時差を知りたい）


タイマー
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記憶することに困難がある
どこに置いたか覚えていない 

（どこに置き忘れたか分からない）

（置き忘れた場所を調べたい）

（特定の人がどこにいるのか調べたい）


探す
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記憶することに困難がある
忘れないようにササッと登録しておきたい 

（キーボード入力は面倒くさい）

（音声でメモしておきたい）

（画像でメモしておきたい）


メモ
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記憶することに困難がある

場所が思い出せない 

（場所を簡単に知りたい）

（日付で場所を調べたい）


写真



ワークシートを画像で保存する

ワークシートを撮影⇒教科事にフォルダー管理⇒クラウドに保存



これからのICT 
生成AIとどう付き合っていくか？！



テキスト生成系 
ChatGPT



https://gemini.google.com/app?hl=ja

動画や資料の要約 
Gemini

https://gemini.google.com/app?hl=ja


画像の生成



マインドマップの生成 
NotebookLM



動画生成系 
Animated Drawings



音楽生成系 



まとめ



障がい者（障碍者） 
本人に障害がある 

↓ 
障害者 

本人の周（社会）に障壁がある

周囲や環境が変わることが重要！ 



みんな遅かれ早かれ、出来なくなりますよ！ 

年をとると… 

見えなくなる（読めなくなる　　　　→視覚障害 
聞こえにくくなる　　　　　　　　　→聴覚障害・APD 
覚えられなくなる（忘れやすい　　　→知的障害・認知症 
歩きにくくなる（歩けなくない　　　→肢体不自由 
手が震える（細かい作業が困難　　　→DCD 
書くことが困難になる　　　　　　　→LD 
食べにくくなる　　　　　　　　　　　　 
話しにくくなる 
　　　… 

代替手段が必要になるんです！！ 
そのひとつがICTの活用です 
児童生徒は出来なくて困っているんです。 

ルーペ・拡大鏡
補聴器・スピーカー
メモ・リマインダー
車椅子・車
誰かにやってもらう
キーボード・スマホ

代替手段を知っているから自己解決 
出来るんですよ！！



http://npo-atds.org 

https://www.facebook.com/takamatsu.takashi

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org
https://www.facebook.com/takamatsu.takashi



